
kanda

発行／苅田町議会　発行責任者／議長　武内幸次郎　編集／議会広報特別委員会
〒800-0392　福岡県京都郡苅田町富久町1-19-1　TEL︵093︶434-1981　FAX︵093︶436-3014

APRIL 25.2009
No.99

平成21年度予算
総額193億円 ･･･････････････････ ２～３
委員会報告････････････････････････････ ４
議会レポート･･････････････････････････ ９
ズバリ町政を問う（13人が質問） ･･ 10 ～ 23
ぼくのわたしの想う町づくり････････････24

３ 月
定 例 会議会だより

kanda

向　山　公　園



発行日　平成21年４月25日－　２　－

総額193億円
一般会計134億円＋特別会計59億円

前年度比０．9％減

   

平
成
21
年
度
予
算
可
決

３
月
３
日
か
ら
23
日
ま
で
　
会
期
21
日
間
　
開
催

３
月
定
例
会
は
、
平
成
21
年
度
予
算
・
条
例
な
ど
42
件
、
請
願
１
件
、
意
見
書
案
４
件
に
つ
い
て

審
議
し
た
結
果
、
議
案
42
件
が
可
決
、
請
願
は
不
採
択
、
意
見
書
案
２
件
が
可
決
さ
れ
た
。

消防自動車購入（水槽付ポンプ）
　　　　　　　４，２００万円

誰もが安心して　暮らせる町づくり

こども医療費　６，０００万円

町民１人当り　　
　　　　に使われるお金

５５２，０００円
３４，９６５人

（平成 21 年３月末日現在の人口）
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総額193億円
一般会計134億円＋特別会計59億円

前年度比０．9％減
妊婦健康診査委託（５回を14回まで）
　　３，５５９万円

緊急雇用創出事業費
　　１，３３９万円

中小企業支援資金利子補給金
　　２，４００万円

重度障害者医療費
　　１億４，０５３万円

誰もが安心して　暮らせる町づくり
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 苅
田
町
一
般
会
計
予
算

 ◦�

議
会
費

 Q
筆
耕
手
数
料
が
前
年
比
80
万

円
増
だ
が
そ
の
理
由
は
。

 Ⓐ
委
員
会
等
の
開
催
日
増
の
た

め
。

 ◦�

総
務
費

 Q
「
広
報
か
ん
だ
」
作
成
委
託

料
の
内
容
は
。

 Ⓐ
校
正
、
文
章
の
作
成
業
務
に

精
通
し
た
方
の
指
導
を
仰
ぐ
。

 Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運

行
委
託
料
の
増
額
理
由
は
。

 Ⓐ
白
川
地
区
の
デ
マ
ン
ド
方
式
、

幸
町
、
港
町
の
ル
ー
ト
変
更
に

伴
う
増
額
。

 Q
水
源
開
発
委
託
料
の
内
容
は
。

 Ⓐ
長
期
的
な
水
の
需
要
を
考
え
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
つ
の
案
の

可
能
性
、
経
費
等
を
精
査
す
る
。

 Q
苅
田
町
手
づ
く
り
の
町
づ
く

り
事
業
費
補
助
金
の
対
象
団
体

数
は
。

 Ⓐ
20
団
体
か
ら
申
請
が
あ
り
、

補
助
対
象
は
16
団
体
。

 Q
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
修
委
託
料

の
内
容
は
。

 Ⓐ
差
押
え
物
件
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
売
す
る
た
め
。

 ◦
民
生
費

 Q
総
合
福
祉
会
館
改
修
工
事
委

託
料
に
つ
い
て
。

 Ⓐ
浴
場
に
つ
い
て
は
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
結
果
に
基
づ
い
て
検
討

し
た
い
。

 Q
同
和
３
団
体
の
補
助
金
及
び

交
付
金
を
廃
止
、
減
額
し
な
い

の
か
。

 Ⓐ
各
団
体
の
人
権
啓
発
に
係
る

活
動
を
評
価
し
て
い
る
た
め
。

 Q
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

 Ⓐ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
時
間
帯
の
一
時
預
か
り
の

託
児
事
業
で
あ
る
。

 Q
地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事
業

補
助
金
の
内
容
は
。

 Ⓐ
親
子
の
交
流
の
場
の
提
供
、

相
談
活
動
、
関
連
情
報
の
提
供
、

支
援
に
対
す
る
講
習
会
等
を
開

催
す
る
。

 Q
妊
婦
健
康
診
査
委
託
料
の
補

助
率
、
対
象
人
数
は
。

 Ⓐ
増
加
分
の
２
分
の
１
補
助
、
約

３
６
０
人
を
対
象
に
し
て
い
る
。

 Q
ご
み
収
集
委
託
は
入
札
は
し

な
い
の
か
。

 Ⓐ
経
験
が
い
る
の
で
６
社
と
随

意
契
約
。

 ◦
労
働
費

 Q
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に
つ
い

て
、
町
独
自
の
計
画
は
な
い
の

か
。

 Ⓐ
臨
時
職
員
を
雇
用
す
る
等
。

 ◦
農
林
水
産
業
費

 Q
苅
田
町
土
地
改
良
区
補
助
金

の
内
容
は
。

 Ⓐ
主
に
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
、

圃ほ
じ
ょ
う場
整
備
事
業
の
借
入
金
返
済
。

 Q
鋤
崎
地
区
の
圃
場
整
備
事
業

の
工
程
は
。

 Ⓐ
21
年
度
に
事
業
計
画
、
22
年

度
よ
り
予
算
を
計
上
す
る
。

 ◦
商
工
費

 Q
中
小
企
業
支
援
資
金
利
子
補

給
金
に
つ
い
て
、
規
模
等
実
態

は
。

 Ⓐ
年
利
1.6
％
で
そ
の
２
分
の
１

を
補
助
す
る
。
現
在
１
１
７
件

の
申
請
が
あ
る
。

 ◦
教
育
費

 Q
奨
学
金
貸
付
金
が
20
年
度
よ

り
減
額
さ
れ
て
い
る
が
そ
の
理

由
は
。

 Ⓐ
実
績
に
あ
わ
せ

た
。
滞
納
対
策
に

つ
い
て
は
、
催
促

状
、
訪
問
。
連
帯

保
証
人
に
も
返
還

請
求
し
て
い
る
。

 Q
就
学
援
助
費
の

不
況
対
策
と
し
て

運
用
の
見
直
し
は
。

 Ⓐ
現
在
の
基
準
を

適
用
し
、
運
用
面

に
は
、
他
市
町
村

の
実
態
を
考
慮
し

て
検
討
す
る
。

苅田駅東口

予
算
特
別
委
員
会
報
告

予
算
特
別
委
員
長
　
　
　

木
原
　
洋
征

コミュニティーバス
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苅
田
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
予
算

 Q
国
庫
負
担
の
引
き
下
げ
と
、

応
能
割
、
応
益
割
の
比
率
を
変

更
し
た
こ
と
で
、
低
所
得
者
へ

の
負
担
が
増
え
、
滞
納
者
が
増

加
し
て
い
る
。
国
保
税
の
さ
ら

な
る
減
免
を
す
べ
き
で
あ
る
。

苅
田
町
老
人
保
健

特
別
会
計
予
算

特
段
の
意
見
質
問
な
し
。

苅
田
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

 Q
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き

す
る
制
度
は
廃
止
す
べ
き
だ
。

町
独
自
の
減
免
は
。

 Ⓐ
減
免
は
考
え
て
い
な
い
。

苅
田
町
介
護
保
険

特
別
会
計
予
算

 Q
余
剰
金
を
最
大
限
取
り
崩
し
、

保
険
料
を
引
き
下
げ
る
べ
き
だ
。

認
定
制
度
が
変
更
に
な
る
の
で

実
態
を
把
握
し
、対
処
す
べ
き
だ
。

苅
田
町
土
地
区
画
整
理

事
業
特
別
会
計

特
段
の
意
見
質
問
な
し
。

苅
田
町
住
宅
新
築
資
金

等
特
別
会
計
予
算

 Q
貸
付
金
の
督
促
は
厳
し
く
す

べ
き
だ
。
債
務
者
の
死
亡
や
行

方
不
明
に
つ
い
て
は
連
帯
保
証

人
へ
の
請
求
や
法
的
手
段
を
講

じ
て
滞
納
を
解
消
す
べ
き
だ
。

苅
田
町
苅
田
臨
空
産
業

団
地
開
発
事
業
特
別
会

計
予
算

特
段
の
意
見
質
問
な
し
。

苅
田
町
下
水
道
事
業

会
計
予
算

特
段
の
意
見
質
問
な
し
。

苅
田
町
水
道
事
業

会
計
予
算

 Q
通
常
の
知
識
で
、
理
解
で
き

る
資
料
を
。

 Ⓐ
今
後
検
討
し
た
い
。

性質別区分 ２１年度当初 ２０年度当初 比較増減額

議 　 会 　 費 164,878 163,001 1,877

総 　 務 　 費 1,859,850 1,812,184 47,666

民 　 生 　 費 3,342,552 3,264,092 78,460

衛 　 生 　 費 1,641,060 1,715,211 △ 74,151

労 　 働 　 費 17,165 3,773 13,392

農 林 水 産 業 費 346,703 341,106 5,597

商 　 工 　 費 152,908 259,432 △ 106,524

土 　 木 　 費 2,720,014 2,627,143 92,871

消 　 防 　 費 449,422 421,039 28,383

教 　 育 　 費 1,477,251 1,680,769 △ 203,518

災 害 復 旧 費 1,137 1,140 △ 3

公 　 債 　 費 1,195,728 1,187,993 7,735

諸 支 出 金 52,654 63,910 △ 11,256

予 　 備 　 費 10,000 10,000 0

予　 算　 合　 計 13,431,322 13,550,793 △ 119,471

平成21年度一般会計当初予算比較（歳出） （単位：千円）
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委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

11
件
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
議
案
を
可
決
し
た
。

  ◦ 
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

 Q
都
市
計
画
緑
地
横
の
日
産
白

石
社
宅
か
ら
白
石
橋
へ
抜
け
る

道
路
は
、
狭
く
て
通
学
路
で
も

あ
り
危
険
で
あ
る
。
土
地
が
取

得
で
き
て
い
な
い
と
聞
く
が
。

 Ⓐ
地
権
者
と
の
交
渉
が
進
ま
ず
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
。

 ◦ 

新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認

に
つ
い
て

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦
町
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

 Q
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
地
名

に
「
井
場
川
」
と
い
う
旧
名
は

残
せ
な
い
の
か
。

 Ⓐ
区
画
整
理
完
了
地
域
な
の
で

残
せ
な
い
。

 ◦ 

専
決
処
分
に
つ
い
て
平
成
20

年
度
苅
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
に
つ
い
て
）

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦
専
決
処
分
に
つ
い
て

　 （
和
解
及
び
損
害
賠
償
金
の

決
定
に
つ
い
て
）

 Q
こ
の
事
例
で
、
自
己
責
任
を

ど
の
よ
う
に
考
え
る
。

 Ⓐ
自
己
責
任
と
管
理
責
任
の
割

合
を
話
し
合
う
こ
と
に
な
る
。

 ◦ 

平
成
20
年
度
苅
田
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

 ◦
総
務
費

 Q
多
額
な
空
港
対
策
費
が
残
っ

た
理
由
は
。

 Ⓐ
用
地
買
収
、
家
屋
保
障
が
予

定
し
て
い
た
よ
り
進
ま
な
か
っ

た
。

 ◦
農
林
水
産
業
費

 Q
栽
培
し
て
い
る
海
苔
は
、
特

産
品
と
し
て
販
売
す
る
の
か
。

 Ⓐ
今
年
は
生
海
苔
と
し
て
販
売

す
る
。
今
後
は
佃
煮
海
苔
な
ど

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

10
件
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、

全
議
案
を
可
決
し
た
。

 ◦�

苅
田
町
部
設
置
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

 Q
上
下
水
道
を
一
元
化
す
る
メ

リ
ッ
ト
と
は
。
数
値
目
標
が
あ

る
の
か
。

 Ⓐ
組
織
の
重
複
を
避
け
、
企
業

的
事
業
の
一
元
化
で
効
果
が
出

る
。

数
値
目
標
に
つ
い
て
は
、
部
制

度
導
入
後
結
果
を
出
し
て
い
き

た
い
。

 Q
下
水
道
整
備
の
体
制
を
早
急

に
確
立
し
日
豊
線
よ
り
山
側
と

農
業
集
落
排
水
事
業
の
推
進
を

計
る
べ
き
、
定
住
化
促
進
の
基

盤
作
り
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

 ◦�

集
会
所
の
設
置
及
び
管
理
運

営
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

 ◦ 

苅
田
町
駐
在
員
等
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

 Q
駐
在
員
手
当
の
改
定
の
規
定

は
あ
る
の
か
。

 Ⓐ
規
定
は
な
い
。
今
後
検
討
し

て
み
る
。

 ◦ 

苅
田
町
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

 ◦�

苅
田
町
職
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て

 ◦ 

苅
田
町
特
別
職
の
職
員
で
非

常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

 ◦�

福
岡
県
自
治
振
興
組
合
の
共

同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及

び
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

 ◦�

専
決
処
分
に
つ
い
て
（
平
成

20
年
度
苅
田
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
10
号
））

総
務
常
任
委
員
会
報
告

総
務
常
任
委
員
長
　
　
　

坂
本
東
二
郎

産
業
建
設
常
任
委
員
会
報
告

産
業
建
設
常
任
委
員
長
　

常
廣
　
直
行

 ◦�

平
成
20
年
度
苅
田
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

 ◦�

平
成
20
年
度
苅
田
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

 Q
定
額
給
付
金
を
ス
ピ
ー
デ
ィ

に
交
付
し
て
も
ら
い
た
い
。

井場川埋立
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に
加
工
す
る
つ
も
り
だ
。

 ◦
商
工
費

 Q
農
協
直
売
所
が
移
転
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
周
辺
商
店
へ
の
影

響
や
相
乗
効
果
は
。

 Ⓐ
ピ
ュ
ア
タ
ウ
ン
苅
田
や
商
工

会
な
ど
か
ら
も
反
対
意
見
は
な

く
、
相
乗
効
果
に
期
待
し
て
い

る
と
い
う
意
見
が
多
い
。

 ◦
土
木
費

 Q
苅
田
駅
西
停
車
場
線
工
事
が

遅
れ
て
い
る
理
由
は
。

 Ⓐ
鋼
材
な
ど
の
入
荷
が
遅
れ
た
。

 ◦ 

平
成
20
年
度
苅
田
町
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

平
成
20
年
度
苅
田
町
苅
田
臨

空
産
業
団
地
開
発
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

 ◦ 

平
成
20
年
度
苅
田
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

 Q
繋
ぎ
込
み
の
計
画
と
実
績
は
。

 Ⓐ
50
軒
の
計
画
で
、
39
軒
の
繋

ぎ
込
み
が
完
了
し
た
。

 ◦ 

平
成
20
年
度
苅
田
町
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

　
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案

等
は
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
請

願
は
不
採
択
。
議
案
12
件
は
可

決
、
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

11
号
）
が
否
決
。

  ◦�

苅
田
町
重
度
障
害
者
医
療
費

の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
。

 Q
重
複
障
害
な
ど
の
負
担
が
重

い
。
完
全
無
料
化
は
で
き
な
い

の
か
。

 Ⓐ
最
低
限
の
負
担
は
し
て
い
た

だ
き
た
い
。。

 ◦�

苅
田
町
介
護
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
。

 Q 
剰
余
金
の
最
終
金
額
は
。

 Ⓐ 

計
画
で
は
１
億
９
千
万
円
。

 ◦�

苅
田
町
介
護
従
事
者
処
遇
改

善
臨
時
特
例
基
金
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
。

 ◦ 

苅
田
町
少
人
数
学
級
編
制
の

実
施
に
係
る
町
費
負
担
教
職

員
の
採
用
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
。

 Q
少
人
数
学
級
対
策
と
し
て
、

片
島
の
雇
用
促
進
住
宅
の
家
賃

助
成
を
増
額
で
き
な
い
か
。

 Ⓐ
17
世
帯
22
人
が
助
成
を
受
け

て
い
る
。
増
額
は
考
え
て
い
な
い
。

 ◦ 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
苅
田
町
火
葬
場
か
ん

だ
苑
増
築
改
修
工
事
）

 Q
指
名
業
者
は
ゼ
ネ
コ
ン
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
か
。
炉
の
工

事
も
含
ま
れ
て
い
る
の
か
。

 Ⓐ
経
営
審
査
の
点
数
上
位
20
社

で
指
名
し
た
。
炉
の
改
修
は
含
ま

れ
て
い
な
い
。

 ◦�

専
決
処
分
に
つ
い
て
（
財
産

の
取
得
に
つ
い
て
）

 ◦ 

専
決
処
分
に
つ
い
て
（ 

平
成

20
年
苅
田
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
10
号
））

 ◦�

平
成
20
年
度
苅
田
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
11
号)

 ◦�

民
生
費

 Q
相
談
支
援
事
業
委
託
料
の
減

額
理
由
は
。

 Ⓐ
契
約
残
で
あ
る
。

 Q
放
課
後
児
童
の
学
年
を
上
げ

厚
生
文
教
常
任
委
員
会
報
告

厚
生
文
教
常
任
委
員
長
　

小
山
　
信
美

ら
れ
な
い
の
か
。

 Ⓐ 

施
設
に
限
度
が
あ
る
。

 ◦ 

平
成
20
年
度
苅
田
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

 Q
療
養
給
付
費
負
担
金
の
増
額

の
理
由
は
。

 Ⓐ
国
の
制
度
改
正
に
伴
う
も
の

で
あ
る
。

 Q
療
養
給
付
費
交
付
金
の
国
庫

負
担
は
。

 Ⓐ 

39
％
の
負
担
で
あ
る
。

 ◦ 

平
成
20
年
度
苅
田
町
老
人
保

健
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

 ◦�

平
成
20
年
度
苅
田
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

 Q
特
別
徴
収
保
険
料
を
減
額
す

れ
ば
、
普
通
徴
収
保
険
料
が
増

額
に
な
る
の
で
は
。

 Ⓐ
軽
減
策
が
平
成
21
年
度
ま
で

延
長
さ
れ
る
為
、
普
通
徴
収
保

険
料
は
減
る
。

 ◦ 

平
成
20
年
度
苅
田
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

３
号
）

 ◦�

平
成
20
年
度
苅
田
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し

 ◦ 

苅
田
町
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

特
段
の
質
疑
、
意
見
な
し
。

火　葬　場
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平
成
21   
年

第
一
回
苅
田
町
議
会
臨
時
会

 

　
平
成
21
年
１
月
29
日
に
開
催
さ
れ
た
臨
時
会
２
議
案
は

慎
重
審
議
の
結
果
可
決
さ
れ
た
。

　
議
案
第
１
号

　 

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
の
議
決
内
容

の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
苅
田
町
立
白
川
小
学

校
北
側
校
舎
改
築
工
事
）･･････････････

可
決

　
議
案
第
２
号

　 

福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織
す

る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡
県
市

町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て･･･････････････････････････････

可
決

第
二
回
定
例
会

　

意
見
書

　
意
見
書
案
第
１
号

　「
緑
の
社
会
」
へ
の

　
構
造
改
革
を
求
め
る
意
見
書･･･････････

可
決

　
意
見
書
案
第
２
号

　
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
の

　
　
　
輸
入
停
止
を
求
め
る
意
見
書･･･････

否
決

　
意
見
書
案
第
３
号

　「
治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
法
」
の

　
　
　
制
定
を
求
め
る
意
見
書･･･････････

否
決

　
意
見
書
案
第
４
号

　
治
安
対
策
の
強
化
等
に

　
　
　
関
す
る
意
見
書･････････････････

可
決

　
可
決
さ
れ
た
意
見
書
は
関
係
機
関
に
送
付
し
た
。
　
　
　

　　

請
願
書

　
請
願
第
１
号

　
妊
婦
検
診
14
回
無
料
検
診
実
現
を

　
　
　
求
め
る
請
願･････････････････

不
採
択

　

人
事
案
件

　
教
育
委
員
会
委
員
に

　
　
　
　
髙た
か

　
田た

　
瑞み
ず

　
代よ

　
氏
　
　

　
　
　
　
石い
し

　
邊べ

　
節せ
つ

　
雄お

　
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

６月３日(火)から
一般質問は６月９日(火）・11日(木）・12日(金）
≪開催時間≫　10時から　受付は庁舎６階
問い合わせは議会事務局
　☎０９３－４３４－１９８１

３月議会は

168人の
傍聴者が
ありました

議会傍聴しませんか
６月定例会の予定
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議
会
懇
談
会
は
、
武
内
議
長

の
も
と
に
議
会
改
革
の
一
貫
と

し
て
町
民
の
皆
様
に
開
か
れ
た

そ
し
て
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目

指
す
た
め
に
、
ま
た
主
権
者
で

あ
る
町
民
の
皆
様
の
想
い
と
要

望
を
集
約
す
る
こ
と
に
よ
り
町

民
参
画
の
確
か
な
ま
ち
づ
く
り

を
実
行
す
る
た
め
に
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
ま
で
に
２
回
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
は
、
町
内
で
事
業

を
さ
れ
て
い
る
苅
田
商
工
会
議

所
青
年
部
の
皆
様
か
ら
若
者
の

視
点
か
ら
見
た
様
々
な
ま
ち
づ

く
り
に
対
し
て
の
提
案
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
は
、
日
頃
よ
り
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
し

て
町
の
発
展
の
為
に
活
躍
さ
れ

て
い
る
苅
田
町
区
長
連
合
会
の

皆
様
か
ら
、
今
の
苅
田
町
に
お

け
る
問
題
点
と
課
題
そ
し
て
議

会
改
革
に
対
し
て
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
の
提
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
議
会
と
町
民
の

皆
様
が
手
を
取
り
あ
っ
て
協
働

す
る
こ
と
に
よ
り
夢
の
あ
る
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
行
し
て

い
ま
す
。
要
望
が
あ
れ
ば
開
催

す
る
の
で
多
く
の
町
民
の
皆
様

の
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

開
か
れ
た
議
会
を

め
ざ
し
て

　地方分権一括法が制定され、「対等・協力」
を基本とする国と地方の新しい関係が構築さ
れ、国・地方を通じて大変厳しい財政状況のな
か、個性豊かで活気に満ちた地域社会を実現す
るため、我々、地方自治体に課せられた責務は、
大変大きなものとなりました。また、二元代表
制である地方議会に課せられた責任も大変重要
なものです。
　このような状況のもと、議会としてなすべき
ことは何か、何をやらなければならないかを議
員一人ひとりが、真剣に考え行動するため、本
年２月、専修大学・流通経済大学講師、日本経
営協会専務講師の加藤幸雄先生をお迎えして、

「地方議会の改革」について、議員全員による
研修を行いました。

　本委員会では北九州空港の利用・活用促進に
ついて調査研究のために大分空港を視察しまし
た。
　大分空港は昭和46年に大分市より国東市に
移転し、現在3,000メートルの滑走路を持ち、
北九州空港の設計段階において参考にした空港
です。
　研修では空港がもたらす経済効果、ターミナ
ルビルの活用、空港貨物便、空港へのアクセス
について現状及び今後の課題について意見を交
わし、その後、空港内の施設を見学しながら説
明を受けました。
　今回の研修では、空港を活かしたまちづくり
の重要性を再認識するとともに、今後の北九州
空港の振興を図るうえで大変参考になり、有意
義な視察研修でした。

空港対策特別委員会

議員研修会レポート

空港を活かしたまちづくり空港を活かしたまちづくり

議会改革をめざして議会改革をめざして
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梶原　弘子　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 教育問題　　　　　　２. 高齢者を肺炎から守ろう
　３. 水道行政について　　４. 同和問題
　５. 厳しい経済情勢にさらされた人達への配慮は

三原　　茂　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. これからのまちづくりについて

山口　純治　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 好機到来、苅田町が先進地域に

沖永　義樹　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 与原区画整理事業の進捗状況、御所山古墳の進捗状況
　２. 雨窪地区の新設道路について
　３. 定住化対策の一環として優遇制度について
　４. ゴミの分別収集
　５. 安心安全な教育の環境づくり

尾形　　均　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 政治姿勢について
　２. 経済危機下における財政運営及び町づくりについて

桝谷　忠明　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 観光振興計画について　　２. 町内業者優遇施策を
　３. 霊柩車について

松蔭日出美　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 合併 50 年経過し、白川地域はどう変わったか
　２. 思いやりの政治とは

常廣　直行　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 平成 21 年度当初予算編成の方針と特徴
　２. 防災危機管理体制の整備

友田　敬而　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 観光振興計画について
　２. 政府緊急経済対策定額給付金について

木原　洋征　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１.“教育の町づくり”の取り組みについて
　２. いのちと暮らしを守る町づくりについて
　３. 国民健康保険について　　４. 介護保険について

白石　　学　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 行政組織の改革について　　２. 下水道事業について
　３. 町長の基本的考えについて

小山　信美　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 子どもの安全・安心の確保　　２. 婦人健診の必要性
　３. 教育環境整備を

冨安　正直　議員　 ･･････････････････････････････････････ �
　１. 教育力向上、基礎学力向上に向けた取り組みを問う
　２. 町職員の評価等の人事制度について
　３. 町民プール建設の見直しを
　４. 町組織の機構改革

一
般
質
問
は
、
13
名
が
質
問

※掲載は登壇順

ズバリ

一
問
一
答
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A Q
過
重
労
働
対
策
実
施
要
綱
を
作
成

教
師
の
健
康
は
大
丈
夫
な
の
か

上
の
不
安
が
あ
る
教
員
の
た
め

過
重
労
働
対
策
実
施
要
綱
を
作

成
し
て
い
る
。
医
師
の
面
接
指

導
、
残
業
を
減
ら
し
、
教
員
が

良
い
健
康
状
態
を
確
保
で
き
る

体
制
づ
く
り
を
す
る
。
そ
の
一

環
と
し
て
、
町
費
負
担
職
員
を

採
用
し
て
い
る
。

 Q 
部
活
動
の
指
導
で
早
朝
か
ら
夜

遅
く
ま
で
、
ま
た
、
休
日
の
試
合

に
忙
し
い
先
生
の
対
処
は
。

 Ⓐ 

先
生
自
身
の
生
活
と
、
子
ど

き
な
い
の
か
等
保
護
者
か
ら
意

見
が
で
て
い
る
。

 Ⓐ 

旅
行
費
は
一
括
で
お
願
い
し

て
い
る
、
積
立
は
一
校
で
実
施
。

 Q
特
別
支
援
の
生
徒
指
導
や
担

任
教
師
へ
の
助
言
等
、
専
門
家

の
雇
用
を
望
む
。

 Ⓐ 

京
築
地
区
で
は
地
域
特
別
支

援
連
絡
協
議
会
を
設
け
、
専
門

家
チ
ー
ム
が
巡
回
し
各
学
校
に

指
導
や
助
言
又
研
修
会
等
を
行

い
、
先
生
達
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
相
談
も
受
け
て
い
る
。

日本共産党

梶原　弘子　議員

 Q 
文
科
省
は
、
平
成
18
年
の
調

査
を
も
と
に
教
師
の
勤
務
実
態

を
40
年
ぶ
り
に
公
表
し
た
。
残

業
が
一
ヶ
月
45
時
間
を
越
え
る

と
過
労
死
危
険
ラ
イ
ン
。
本
町

の
教
師
の
実
態
は
。

 Ⓐ 

教
師
の
残
業
時
間
は
１
日
当

り
、
小
学
校
は
1.5
時
間
か
ら
２

時
間
、
中
学
校
は
部
活
の
関
係

な
ど
で
平
均
２
時
間
、
成
績
処

理
や
授
業
準
備
も
入
っ
て
い
る
。

　
町
で
は
疲
労
の
蓄
積
、
健
康

も
達
の
夢
実
現
と
い
う
バ
ラ
ン

ス
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

 Q
学
校
か
ら
過
労
死
を
無
く
そ

う
、
多
忙
の
ツ
ケ
は
教
師
家
族

に
回
ら
な
い
よ
う
、
指
導
を
外

部
に
お
願
い
す
る
よ
う
な
体
制

は
と
れ
な
い
か
。

 Ⓐ
現
段
階
で
は
顧
問
や
指
導
は

先
生
が
し
て
い
る
。

 就
学
援
助
制
度
の
改
善
を

 の
ぞ
む

 Q
こ
の
制
度
の
申
請
に
は
準
要

保
護
や
民
生
委
員
訪
問
と
書
か

れ
て
い
る
。
学
校
対
応
の
改
善

を
求
め
る
。

 Ⓐ 

今
後
検
討
す
る
。

 Q 
修
学
旅
行
費
用
な
ど
を
も
っ

と
早
く
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。
納

入
方
法
も
一
括
で
は
き
つ
い
、

以
前
あ
っ
た
、
積
立
制
度
は
で

クラブ活動中の中学生



Q 町長の政治姿勢とリーダーシップについて、
２期目に何をやろうとしているのか

A 公正でクリーンな政治を堅持していきたい
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無会派

三原　　茂　議員

 Q 
今
、
12
億
円
と
い
う
血
税
を

投
じ
て
町
民
プ
ー
ル
を
つ
く
り

た
い
、
ま
た
、
57
万
１
０
０
０

円
の
報
酬
を
出
し
て
企
業
管
理

者
を
置
き
た
い
、
こ
の
こ
と
は

厳
し
い
時
代
の
流
れ
に
逆
行
し

た
政
策
で
あ
り
、
前
伊
塚
町
政

の
実
行
し
て
き
た
こ
と
に
相
反

す
る
愚
策
だ
と
思
う
が
。

 Ⓐ 

コ
ス
ト
が
か
か
る
か
ら
行
政

改
革
に
逆
行
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
に
な
ら
な
い
。

 企
業
支
援
対
策
は

 Q
日
産
自
動
車
㈱
九
州
工
場
の

月
の
稼
動
日
数
が
何
日
ぐ
ら
い

な
の
か
。

 Ⓐ 

正
確
な
数
字
は
、
把
握
し
て

な
い
。

 Q 
日
産
自
動
車
を
初
め
大
手
企
業

が
今
ま
で
本
町
に
も
た
ら
し
て

く
れ
た
税
収
面
で
も
い
ろ
ん
な

恩
恵
が
あ
る
と
思
う
が
企
業
対

策
に
つ
い
て
何
か
考
え
て
い
な

い
の
か
。

 Ⓐ 

自
動
車
メ
ー
カ
ー
等
に
で
き

る
支
援
と
し
て
「
自
動
車
を
買

い
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
行
っ
て
い
る
。

 Q 
企
業
を
支
援
し
、
ま
た
、
町

民
の
皆
様
の
生
活
を
守
る
た
め

に
も
町
独
自
の
支
援
策
を
検
討

す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 Ⓐ 

検
討
し
て
い
な
い
。

 Q 
岡
山
県
総
社
市
に
お
い
て
は

三
菱
の
車
を
購
入
し
た
市
民
に

10
万
円
の
助
成
金
を
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
日
産
自
動
車
の
あ

る
栃
木
県
の
上
三
川
町
に
お
い

て
も
同
様
な
措
置
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
本
町
に
お
い
て
も
助

成
制
度
を
実
行
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

 Ⓐ 

い
ろ
ん
な
考
え
方
が
あ
る
。

本
町
で
で
き
る
こ
と
は
や
っ
て

い
る
。

 Q
火
葬
場
の
建
て
替
え
工
事
、
白

川
小
学
校
の
校
舎
建
て
替
え
工

事
等
で
な
ぜ
地
元
に
参
入
さ
せ

な
い
の
か
。
ま
た
、
※
Ｊ
Ｖ
方
式

の
導
入
は
し
な
い
の
か
。

 Ⓐ 

中
小
工
事
に
つ
い
て
は
町
内

業
者
に
発
注
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｖ

方
式
に
つ
い
て
は
、
考
え
て
い

な
い
。

 Q
様
々
な
建
築
工
事
の
事
例
を

出
し
た
が
、
町
内
に
は
大
手
セ

メ
ン
ト
会
社
が
３
社
あ
り
、
地

元
の
製
品
を
使
う
よ
う
に
指
導
・

要
請
を
し
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。

 Ⓐ 

現
在
は
な
い
。

 Q
国
の
政
策
と
し
て
カ
ジ
ノ
を

つ
く
る
と
い
う
計
画
が
進
ん
で

い
る
。
北
九
州
市
で
も
研
究
会

を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
る
が
、

カ
ジ
ノ
誘
致
に
つ
い
て
の
基
本

的
な
取
り
組
み
は
。

 Ⓐ 

何
も
考
え
て
い
な
い
。

※�ＪＶ方式（ジョイントベン
チャー：共同企業体）

　�ＪＶとは、複数の建設業者
が、共同で工事を受注し、
施工・完成するためにつく
られた共同企業体。公共事
業などではずいぶん前から
ＪＶによる請負が頻繁に行
われています。

日産自動車㈱
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A Q
町
の
発
展
、
町
民
の
幸
せ
の
た
め
尽
力
す
る

世
界
が
ピ
ン
チ
の
今
こ
そ
、

本
町
は
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
は

か
ら
ず
影
響
が
出
て
く
る
と
憂

慮
。
法
人
町
民
税
の
減
収
を
想

定
し
て
い
る
。
歳
出
で
は
昨
年

並
み
に
実
施
で
き
る
予
算
を
編

成
し
た
。

 Q 
町
民
最
大
の
関
心
事
で
あ
る

本
町
独
自
の
景
気
浮
揚
策
は
。

 Ⓐ 

町
内
立
地
の
中
小
企
業
に
つ

い
て
は
、
融
資
利
用
の
利
子
補

給
。
大
企
業
に
関
し
て
は
、
国

な
い
し
県
の
制
度
を
活
用
し
て

る
。
今
は
難
し
い
。

 Q 
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
の
芝
生
化

の
検
討
は
。

 Ⓐ 

小
、
中
学
校
の
温
暖
化
対
策

と
し
て
、
21
年
度
に
試
験
的
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

 Q 
世
界
的
な
仕
事
を
す
る
人
は

案
外
、
田
園
に
住
ん
で
い
る
と

い
う
。
最
近
で
は
日
本
の
一
流

大
学
よ
り
先
進
国
の
大
学
を
目

指
す
と
い
う
傾
向
も
生
ま
れ
て

い
る
。
こ
う
し
た
事
情
に
地
方

自
治
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
が
、

本
町
の
人
口
一
万
人
増
加
の
ヒ

ン
ト
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
。

 Ⓐ 

定
住
化
策
な
ど
で
教
育
は
大

き
な
問
題
。
施
設
に
関
し
て
は
、

町
単
独
で
は
い
か
ん
と
も
し
が

た
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
国
や
県

と
も
機
会
が
あ
れ
ば
協
議
し
て

い
き
た
い
。

安立会

山口　純治　議員

 人
口
一
万
人
増
へ
の
大
き
な

 一
歩
 Q 
世
界
各
国
、
日
本
が
ピ
ン
チ

に
陥
っ
て
い
る
。
ピ
ン
チ
を
チ

ャ
ン
ス
に
変
え
る
好
機
到
来
と

も
い
え
る
が
、
こ
の
時
代
を
執

行
部
は
ど
う
と
ら
え
て
い
る
の

か
。

 Ⓐ 

多
く
の
企
業
が
操
業
し
て
い

る
本
町
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う

な
状
況
が
長
期
化
す
れ
ば
少
な

い
た
だ
き
た
い
。

 Q 
こ
れ
か
ら
は
国
や
県
の
交
付

金
や
補
助
金
を
あ
て
に
し
な
い

公
共
事
業
を
推
進
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
地
場
企
業

育
成
が
住
み
た
い
町
づ
く
り
の

大
き
な
一
歩
に
な
る
と
考
え
る

が
。

 Ⓐ 

町
独
自
の
予
算
で
取
り
組
む

事
業
も
た
く
さ
ん
あ
る
。
河
川

改
修
、
橋
梁
の
改
修
と
設
計
、

町
道
や
生
活
道
路
整
備
な
ど
、

今
後
も
町
単
費
で
も
事
業
を
出

し
て
い
き
た
い
。

 Q 
公
共
下
水
道
の
100
％
整
備
、
幹

線
道
路
の
電
線
地
中
化
は
。

 Ⓐ 

公
共
下
水
道
だ
け
に
頼
る
の

で
は
な
く
、
農
業
集
落
排
水
事

業
、
合
併
浄
化
槽
も
あ
わ
せ
、

一
日
も
早
く
整
備
に
努
め
る
。

電
線
の
地
中
化
は
、
望
ん
で
い

芝生化された先進地の運動場



Q 定住化対策の一環として
固定資産税の救済措置は

A 他市町村の状況を調べる
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沖永　義樹　議員

 Q 
与
原
区
画
整
理
事
業
の
進
捗

状
況
は
。

 Ⓐ 
基
本
計
画
設
計
委
託
が
終
わ

り
、
事
業
計
画
を
作
成
し
、
地

元
推
進
協
議
会
と
４
月
に
地
元

説
明
会
を
行
う
。
都
市
計
画
道

路
に
つ
い
て
は
、
21
年
度
に
認

可
を
受
け
実
施
設
計
、
測
量
委

託
等
々
を
行
い
、
買
収
工
事
に

つ
い
て
は
、
22
年
度
か
ら
の
予

定
。

 Q 
御
所
山
古
墳
に
多
く
出
現
し

た
埴
輪
を
展
示
す
る
資
料
館
を

作
っ
て
、
観
光
の
目
玉
に
し
て

は
ど
う
か
。

 Ⓐ 

歴
史
的
遺
産
を
ぜ
ひ
観
光
に

も
活
用
し
た
い
。

 定
住
化
対
策
に
つ
い
て

 Q 
定
住
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

固
定
資
産
税
の
優
遇
措
置
を
ア

パ
ー
ト
・
一
般
家
庭
に
も
適
用

し
て
は
ど
う
か
。

 Ⓐ
今
、
町
内
進
出
企
業
に
対
し
、

固
定
資
産
税
相
当
額
を
交
付
金

と
し
て
い
る
。
一
般
町
民
に
は

な
か
な
か
難
し
い
が
、
他
市
町

村
の
状
況
を
調
べ
る
。

 Q
定
住
促
進
補
助
金
と
し
て
、
宮

城
県
角
田
市
は
マ
イ
ホ
ー
ム
を

建
築
し
た
時
に
、
市
が
補
助
金

を
出
し
て
い
る
。
本
町
も
取
り

組
み
を
。

 ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
は

 Q
町
内
に
ル
ー
ル
違
反
の
ス
テ

ッ
カ
ー
が
貼
ら
れ
た
ご
み
袋
が

多
い
、
分
別
指
導
は
ど
の
よ
う

に
住
民
に
徹
底
さ
れ
て
い
る
の

か
。

 Ⓐ 
ご
み
収
集
日
が
守
ら
れ
て
い

な
い
排
出
者
に
、
再
分
別
を
促

し
て
い
る
。
ま
た
パ
ト
ロ
ー
ル

を
し
、
現
場
に
て
確
認
説
明
を

行
い
指
導
し
、
特
に
マ
ナ
ー
の

悪
い
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
責
任

者
に
連
絡
を
取
っ
て
い
る
。

 Q 
特
に
ア
パ
ー
ト
の
ご
み
置
き

場
で
は
、
分
別
や
収
集
日
が
守

れ
な
く
、
近
く
の
住
民
か
ら
苦

情
も
多
く
、
ア
パ
ー
ト
は
事
業

用
の
ご
み
で
あ
り
、
有
料
化
を

考
え
て
は
。

 Ⓐ 

他
市
町
村
で
は
行
っ
て
い
る

の
で
検
討
し
た
い
。

 Q 
今
後
分
別
収
集
を
周
知
徹
底

し
て
い
く
た
め
に
、
各
区
で
役

員
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
る
時

に
、
環
境
保
全
課
だ
け
で
は
対

応
で
き
な
い
の
で
、
各
区
に
住

ん
で
い
る
役
場
の
職
員
が
会
議

に
出
向
い
て
お
願
い
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

 安
心
安
全
な
教
育
環
境
づ

 く
り
 Q 
新
津
中
学
校
周
辺
に
変
質
者

が
多
く
出
没
。
危
険
な
状
態
に

あ
り
、
街
灯
・
防
犯
灯
を
設
置

し
て
は
ど
う
か
。

 Ⓐ 

青
パ
ト
を
走
ら
せ
危
険
防
止

し
て
い
る
。
街
灯
・
防
犯
灯
に
つ

い
て
は
、
再
度
教
育
委
員
会
・
地

元
区
長
と
協
議
し
、
検
討
す
る
。 アパートのごみ置き場
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A Q
プ
ー
ル
は
造
る
。
上
下
水
道
部
を
設
置

町
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

て
い
る
。
更
に
20
年
12
月
議
会

で
は
「
今
日
の
経
済
状
況
を
勘

案
し
て
延
期
せ
ざ
る
を
得
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
。
こ
う
言
い
な

が
ら
事
務
作
業
を
進
め
た
の
は

な
ぜ
か
。

 Ⓐ 

前
議
会
か
ら
の
経
緯
等
に
つ

き
説
明
不
足
で
あ
っ
た
。
反
省

し
て
い
る
。

 Q 
執
行
部
の
一
連
の
対
応
は
、
総

て
議
会
に
対
し
約
束
違
反
で
は
。

 Ⓐ 

予
算
執
行
は
し
な
い
、
と
い

う
努
力
す
る
。

 Q 
今
後
は
執
行
部
を
信
用
で
き

な
い
。

 機
構
改
革
に
つ
い
て

 Q 
上
下
水
道
部
を
新
設
し
て
新

た
に
管
理
者
を
置
く
よ
う
に
な

っ
て
い
る
が
。

 Ⓐ
水
道
局
と
下
水
道
課
を

総
合
す
る
。
大
型
工
事
、

過
去
の
事
件
へ
の
反
省

等
々
か
ら
行
な
う
。

 Q 
管
理
者
を
新
た
に
置

き
、
毎
月
57
万
１
千
円
の

給
料
を
支
給
。
こ
れ
は
職

員
を
信
頼
し
て
な
い
証
拠

だ
。
こ
の
厳
し
い
時
期
に

こ
の
改
革
は
愚
策
だ
。
間

違
え
ば
料
金
値
上
げ
に
な

る
。

 Ⓐ 

こ
の
時
期
だ
か
ら
や
り

た
い
が
、
理
解
が
得
ら
れ

な
い
の
で
今
回
は
取
り
下

げ
る
事
に
し
た
。

 Q 
歴
代
町
長
も
現
体
制
で

や
っ
て
き
た
。
又
、
県
内

で
も
政
令
都
市
を
は
じ
め

大
都
市
の
み
４
ヶ
所
し
か

や
っ
て
な
い
。
町
村
で
は

例
が
な
い
。

 Ⓐ 

議
会
の
皆
様
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
。
見
直
す
。

 Q 
職
員
組
合
も
反
対
し
て
い
る
。

管
理
者
新
設
は
職
権
乱
用
。

無会派

尾形　　均　議員

 Q 
20
年
３
月
議
会
直
前
、
温
水

プ
ー
ル
建
設
に
異
議
を
唱
え
る

議
員
に
対
し
、「
予
算
だ
け
は
通

し
て
欲
し
い
。
さ
も
な
い
と
不

信
任
と
見
な
さ
れ
る
。
プ
ー
ル

予
算
は
執
行
し
な
い
」
と
。

 Ⓐ 

そ
の
通
り
だ
。

 Q 
20
年
３
月
予
算
委
員
会
で
の

質
問
に
対
し
、「
プ
ー
ル
に
つ
い

て
は
一
か
ら
議
会
と
話
し
合
う
。

議
会
の
了
解
が
頂
け
る
ま
で
は

予
算
執
行
し
な
い
」
と
明
言
し

う
約
束
で
あ
っ
た
が
、
新
た
な

説
明
を
し
た
。

 Q 
昨
年
の
予
算
委
員
会
、
12
月
議

会
で
何
故
、
作
業
の
状
況
を
報

告
し
な
か
っ
た
の
か
。
経
済
状

況
は
更
に
悪
化
し
て
い
る
。
信

義
に
も
と
る
行
為
で
は
な
い
か
。

 Ⓐ 

我
々
の
説
明
不
足
と
い
う
不

手
際
だ
と
思
っ
て
い
る
。

 Q 
不
手
際
で
は
許
さ
れ
な
い
。

12
億
の
建
設
費
、
管
理
費
６
千

万
。
こ
れ
に
対
し
実
利
用
者
は

町
外
含
め
て
何
百
人
。
費
用
対

効
果
を
考
え
る
べ
き
だ
。
こ
の

建
設
の
み
で
定
住
化
対
策
に
貢

献
す
る
と
は
思
え
な
い
の
で
は
。

 Ⓐ 

公
民
館
、
体
育
館
も
費
用
が

か
か
る
。

 Q 
担
当
の
厚
生
文
教
委
員
会
で

も
延
期
を
決
定
し
て
い
る
が
。

 Ⓐ 

議
会
の
理
解
が
得
ら
れ
る
よ

プール建設予定地
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未来

桝谷　忠明　議員

 観
光
振
興
計
画
を
問
う

 Q 
観
光
振
興
計
画
に
石
塚
山
と

御
所
山
、
二
つ
の
前
方
後
円
墳

及
び
他
の
古
墳
を
生
か
し
て
は
。

 Ⓐ 

観
光
振
興
計
画
の
中
で
、
観

光
資
源
と
し
て
取
り
組
む
。

 Q
観
光
推
進
組
織
と
交
流
拠
点

施
設
に
つ
い
て
、
四
回
の
委
員

会
で
検
討
し
構
想
案
を
ま
と
め

て
い
る
の
は
分
か
っ
て
い
る
。

少
し
ず
つ
で
も
整
備
は
出
来
な

い
か
。

 Ⓐ 

御
所
山
に
つ
い
て
は
、
昨
年

か
ら
三
カ
年
計
画
で
、
今
、
堀

の
試
掘
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

結
果
等
を
見
て
、
今
後
の
策
定

委
員
会
に
お
い
て
整
備
計
画
を

立
て
て
い
き
た
い
。

 Q 
地
域
の
方
も
期
待
し
て
い
る
。

 町
内
業
者
優
遇
施
策
に
つ

 い
て
 Ⓐ 

指
名
願
い
を
提
出
し
て
い
る

業
者
で
行
っ
て
い
る
。

 Q
町
の
公
用
車
は
約
百
台
と
聞

い
て
い
る
。
町
内
業
者
以
外
は

何
社
指
名
に
入
っ
て
い
る
の
か
。

 Ⓐ 

全
部
で
６
社
、
町
内
業
者
２

社
。

 Q 
車
検
の
町
内
外
の
比
率
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

 Ⓐ 

20
年
度
は
20
台
の
車
検
が
あ

り
、
町
内
業
者
11
台
町
外
業
者

９
台
。

 Q
点
検
そ
の
他
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

 Ⓐ 

そ
れ
ぞ
れ
の
課
が
公
用
車
を

持
っ
て
い
る
の
で
細
か
い
内
容

に
つ
い
て
は
分
か
ら
な
い
。

 Q 
町
内
の
業
者
で
あ
れ
ば
、
小

回
り
が
き
く
と
い
う
事
で
、
小

さ
な
金
額
で
あ
れ
ば
随
意
で
も

良
い
の
で
は
と
要
望
し
て
お
く
。

 霊
柩
車
に
つ
い
て

 Q
霊
柩
車
は
20
年
以
上
使
用
し

て
い
る
が
買
い
替
え
る
予
定
は

な
い
の
か
。

 Ⓐ 

購
入
後
21
年
で
あ
る
が
車
両

本
体
に
異
常
は
な
く
運
行
に
は

支
障
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

 Q 
葬
儀
へ
出
る
と
、
町
の
霊
柩
車

が
古
い
と
よ
く
言
わ
れ
る
。
最

後
に
乗
る
車
で
も
あ
り
、
前
向

き
に
考
え
て
頂
き
た
い
。

 Ⓐ 

霊
柩
車
事
業
を
や
っ
て
い
る

の
は
県
内
で
９
団
体
で
あ
り
、

斎
場
の
霊
柩
車
使
用
が
７
割
、

町
が
３
割
と
い
う
数
値
。
今
後
、

検
討
し
た
い
。

 Q 
価
格
の
話
に
な
る
が
斎
場
と

町
で
は
使
用
料
に
大
き
な
差
が

有
る
。
買
い
替
え
れ
ば
町
の
霊

柩
車
使
用
の
割
合
も
高
く
な
る

と
思
わ
れ
る
。

 Ⓐ 

費
用
の
面
も
有
る
が
、
利
用

率
の
面
か
ら
も
考
慮
し
て
検
討

し
た
い
。

御所山古墳
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A Q
心
の
通
っ
た
思
い
や
り
の
あ
る
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
基
本

思
い
や
り
の
政
治
と
は

の
仕
事
だ
と
思
う
が
。

 Ⓐ 
県
の
事
業
。

 Q 
京
都
峠
は
、
私
が
議
員
に
な

っ
て
か
ら
県
に
出
向
き
、
平
成

４
年
以
来
10
年
か
か
っ
て
お
願

い
し
た
。
要
す
る
に
、
何
も
で

き
て
い
な
い
。
片
島
か
ら
白
川

校
区
に
は
５
人
の
議
員
が
い
る
。

定
住
化
対
策
な
ど
を
考
え
て
い

な
い
議
員
は
１
人
も
い
な
い
。

道
路
部
分
に
つ
い
て
も
絶
対
や

っ
て
も
ら
い
た
い
。

 Q 
46
区
、
個
々
の
陳
情

は
ど
の
く
ら
い
上
が
っ

て
お
る
か
。

 Ⓐ 

相
当
数
の
陳
情
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
。

 Q 
区
の
陳
情
は
、
大
事

な
仕
事
。
し
っ
か
り
や

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
番
景
気
対
策
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

 Ⓐ 

急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
か
ら
対
応
し

て
い
き
た
い
。

 Q 
思
い
や
り
の
政
治
と

は
前
教
育
長
が
築
城
の

養
護
学
校
の
高
等
部
を

一
生
懸
命
取
り
組
ん
で

き
た
。
22
年
の
４
月
に

築
城
養
護
学
校
の
敷
地

内
に
で
き
る
。
ま
た
、

前
教
育
委
員
は
障
害

者
。
こ
の
３
月
迄
任
期
が
あ
る

の
に
、
退
職
願
を
出
さ
せ
て
い

る
気
持
ち
は
。

 Ⓐ 

答
え
ら
れ
な
い
。

 Q 
体
育
館
の
入
り
口
か
ら
横
の

駐
車
場
迄
、
点
字
誘
導
ブ
ロ
ッ

ク
が
敷
か
れ
て
る
が
こ
の
上
を

通
行
止
め
を
置
い
て
通
れ
な
い
。

パ
ン
ジ
ー
の
中
の
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
上
に
机
を
置
い
た
り
し
て

る
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

未来

松蔭日出美　議員

 Q 
昭
和
30
年
に
合
併
さ
れ
て
、
以

来
白
川
地
域
は
ど
う
変
っ
た
か
。

 Ⓐ 

農
業
振
興
地
域
と
し
て
基
盤

整
備
、
京
都
ト
ン
ネ
ル
開
通
、

西
部
公
民
館
の
建
設
、
白
川
小

学
校
の
校
舎
改
築
、
生
活
道
路

網
の
整
備
、
圃
場
整
備
、
等
覚

寺
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
整
備

計
画
を
立
て
、
年
次
的
に
行
い

た
い
。

 Q 
基
盤
の
整
備
は
、
同
和
事
業

で
一
部
行
い
、
残
り
は
全
部
県

 Ⓐ
調
査
し
な
が
ら
前
向
き
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

京都トンネル

白川小学校
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ニューフォーラム

常廣　直行　議員

 平
成

 21
年
度

 当
初
予
算
の
特
徴

 Q 
「
積
極
的
投
資
型
予
算
」
と
な

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
。

 Ⓐ 

減
額
し
よ
う
と
思
っ
た
訳
で

は
な
く
0.9
％
減
は
横
ば
い
で
、

積
極
的
予
算
だ
と
考
え
る
。

 Q 
「
積
極
的
投
資
型
予
算
」
と
は

考
え
に
く
い
。
も
っ
と
柔
軟
に

組
め
な
か
っ
た
の
か
。

 Ⓐ 

こ
れ
で
も
、
か
な
り
無
理
を

し
た
予
算
編
成
だ
と
思
う
。

 Q 
減
額
予
算
は
、
こ
の
危
機
を

乗
り
越
え
る
地
域
全
体
の
意
気

込
み
に
つ
な
が
ら
な
い
。
緊
急

経
済
対
策
を
考
慮
し
た
予
算
だ

と
い
う
説
明
が
必
要
だ
。

 Ⓐ 

町
は
Ｐ
Ｒ
が
大
変
苦
手
だ
。

ど
う
い
う
方
法
が
効
果
的
な
広

報
な
の
か
検
討
す
る
。

 Q 
今
後
の
緊
急
経
済
対
策
は
、
国

も
公
共
工
事
を
多
年
度
に
わ
た

っ
て
前
倒
し
、
県
も
地
場
の
経

済
を
刺
激
す
る
方
向
だ
。
本
町

の
緊
急
経
済
対
策
は
。

 Ⓐ 

事
業
規
模
の
大
き
な
実
施
計

画
を
作
っ
て
い
る
。
今
後
の
補

正
予
算
も
さ
ら
に
検
討
を
進
め
、

追
加
的
に
実
施
す
る
。

 Q 
本
町
独
自
の
事
業
と
は
。
緊

急
経
済
対
策
の
効
果
は
。

 Ⓐ 

町
営
住
宅
の
提
供
も
、
利
子

補
給
も
独
自
で
決
め
て
や
っ
て

い
る
。
町
の
緊
急
経
済
対
策
会

議
の
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
と

思
う
。

 Q 
予
算
編
成
と
政
策
的
課
題
や

総
合
計
画
と
の
関
連
性
は
。

 Ⓐ 

ま
ち
づ
く
り
で
は
広
域
幹
線
道

路
や
生
活
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
、
定
住
化
対
策
は
与
原

土
地
区
画
整
理
事
業
、
子
育
て

支
援
の
充
実
、
教
育

改
革
は
少
人
数
学
級

の
町
費
負
担
教
員
配

置
、
青
少
年
国
際
交

流
事
業
の
実
施
な
ど

を
予
定
し
て
い
る
。

 防
災
、
危
機
管
理
体
制
の

 整
備
 Q 
本
庁
舎
は
、
診
断
も
耐
震
工
事

も
未
了
だ
。
今
後
の
計
画
は
。

 Ⓐ 

ま
だ
、
決
め
て
い
な
い
。

 Q 
本
町
の
防
災
計
画
見
直
し
の

進
捗
状
況
は
。

 Ⓐ 

改
定
案
を
作
っ
た
。
今
後
、

防
災
会
議
等
に
諮
り
進
め
る
。

 市
町
村
広
域
災
害
ネ
ッ
ト

 ワ
ー
ク

 Q 
生
活
物
資
や
復
旧
物
資
の
輸

送
路
の
確
保
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
進
捗
状
況
は
。

 Ⓐ 

被
害
を
受
け
て
い
な
い
市
が

取
り
ま
と
め
団
体
に
な
っ
て
、

物
資
の
要
求
等
を
す
る
。
そ
れ

に
基
づ
い
て
援
助
し
て
い
く
。

 Q 
救
援
物
資
は
、
ど
の
道
路
を

通
っ
て
、
ど
の
避
難
所
に
何
を

ど
う
や
っ
て
配
る
の
か
等
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
必
要
だ
。

 コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
防
災
無

 線
の
活
用
法

 Q
「
※

Ｊ―

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
」
は
整

備
さ
れ
て
い
る
か
。
防
災
無
線

と
合
わ
せ
て
機
能
検
証
は
常
に

行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

 Ⓐ 

昨
年
の
11
月
に
整
備
を
し
た
。

検
証
は
し
て
い
な
い
。

 Q 
救
援
、
避
難
等
の
教
育
訓
練
、

も
し
も
の
時
に
機
能
す
る
防
災

危
機
管
理
体
制
の
整
備
等
急
務

で
あ
る
。

防災無線

※�Ｊ―ＡＬＥＲＴ（ジェイ
　アラート）

　�全国瞬時警報システム、
通称：Ｊ―ＡＬＥＲＴ
（ジェイアラート）とは、
通信衛星と市町村の同報
系防災行政無線を利用
し、緊急情報を住民へ瞬
時に伝達するシステム。
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A Q
上
手
く
生
か
し
て
地
域
の
発
展
に
繋
い
で
い
き
た
い

定
額
給
付
金
を
利
用
し
て

町
の
活
性
化
を
図
る
べ
き

商
工
会
議
所
と
鋭
意
協
議
中
。

 Q 
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
概
略

は
。

 Ⓐ 
公
費
支
援
の
関
係
上
、
全
町

で
使
用
で
き
る
形
で
発
行
し
た

い
。
地
域
通
貨
と
い
う
概
念
で

町
内
を
資
金
が
回
る
よ
う
な
形

を
目
指
し
た
い
。

 井
場
川
埋
立
地
の
活
用
は

 Q 
昨
年
、
策
定
さ
れ
た
観
光
振

興
計
画
目
的
は
。

か
で
す
。

 Q 
現
在
は
観
光
系
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
に
頼
ん
で
い
る
が
、
今

後
進
め
て
い
く
上
で
よ
り
専
門

性
を
持
っ
た
べ
つ
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
が
必
要
で
は
。

 Ⓐ
必
要
に
応
じ
て
考
え
る
。

 Q 
長
年
、
計
画
は
数
多
く
あ
っ

た
が
す
べ
て
ご
破
算
に
な
っ
た
。

主
な
原
因
は
運
営
者
が
い
な
か

っ
た
こ
と
に
つ
き
る
。
今
ま
で

通
り
の
や
り
方
で
は
ま
た
、
同

じ
結
果
に
な
る
の
で
は
。

 Ⓐ 

大
き
な
問
題
と
認
識
し
て
い

る
。

 Q 
成
功
す
る
た
め
に
も
、
運
営

者
を
先
に
見
つ
け
、
運
営
者
の

意
見
も
大
き
く
取
り
入
れ
る
べ

き
で
は
。

 Ⓐ 

町
が
運
営
主
体
と
な
る
こ
と

は
ま
ず
避
け
た
い
。
町
と
し
て

は
運
営
者
に
最
大
限
協
力
を
行

い
た
い
。

清明会

友田　敬而　議員

 定
額
給
付
金
・
町
内
需
要

 を
起
こ
せ

 Q 
定
額
給
付
金
が
近
隣
市
町
村

と
比
較
し
て
配
布
が
遅
い
の
は

な
ぜ
か
。

 Ⓐ 

国
の
動
向
が
明
確
で
な
か
っ

た
。

 Q 
県
も
後
押
し
を
し
て
い
る
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
。
本

町
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の

か
。

 Ⓐ 

前
向
き
に
取
り
組
む
。
現
在

 Ⓐ 

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
整
備

さ
れ
た
が
観
光
に
結
び
つ
い
て

な
い
。

　
本
町
の
魅
力
を
整
理
し
、
発

信
し
て
い
く
と
共
に
観
光
が
定

着
す
る
こ
と
。

 Q
本
年
度
は
ど
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
行
っ
た
の
か
。

 Ⓐ 

観
光
振
興
計
画
推
進
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
観
光
推
進
組
織

と
観
光
交
流
拠
点
施
設
に
つ
い

て
検
討
を
し
た
。
４
月
に
議
会

に
報
告
す
る
。

 Q 
主
な
内
容
は
。

 Ⓐ 

観
光
交
流
拠
点
施
設
構
想
の

中
で
井
場
川
河
口
尻
埋
立
地
に

何
を
作
れ
ば
い
い
の
か
、
そ
の

こ
と
が
町
全
体
の
観
光
振
興
に

ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ
の
か
、

施
設
の
運
営
は
誰
か
、
そ
し
て

観
光
振
興
の
組
織
を
ど
う
す
る

井場川埋立地



Q 片島小の
複式学級の解消を

A 町負担教員配置で解消
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日本共産党

木原　洋征　議員

 Q
複
式
学
級
解
消
は
、
家
賃
助
成

増
額
で
、
児
童
数
を
増
や
す
こ

と
で
は
。

 Ⓐ 
今
回
は
、
町
独
自
で
複
式
学

級
の
基
準
を
引
き
下
げ
、
町
費

教
員
を
配
置
し
、
複
式
解
消
を

図
る
。

 Q 
小
・
中
学
校
の
温
暖
化
対
策

の
進
捗
状
況
は
。

 Ⓐ 

21
年
度
は
、
小
学
校
で
試
験

的
に
校
舎
内
と
グ
ラ
ン
ド
を
対

象
に
、
整
備
計
画
を
策
定
。

 Q 
中
学
校
の
ゆ
す
り
、
た
か
り
、

い
じ
め
の
う
わ
さ
が
保
護
者
を

不
安
に
さ
せ
て
い
る
。
実
態
を

把
握
し
て
い
る
の
か
。

 Ⓐ 

子
ど
も
た
ち
が
落
ち
着
か
な

い
、
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

先
生
に
話
も
あ
り
、
解
消
に
向

け
て
取
り
組
む
。
現
在
状
況
改

善
に
な
っ
て
い
な
い
。

 Q 
新
１
年
生
の
保
護
者
か
ら
行

か
せ
た
く
な
い
と
い
う
声
も
あ

る
。
不
安
を
与
え
な
い
よ
う
な

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

 い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

 町
づ
く
り
に
つ
い
て

 Q 
子
ど
も
の
安
心
・
安
全
は
、
児

童
館
の
設
置
が
必
要
で
は
。

 Ⓐ
方
向
性
を
見
出
し
て
い
な
い

が
、
21
年
度
に
は
一
時
保
育
事

業
の
拡
大
、
福
祉
会
館
で
の
一

時
預
か
り
な
ど
の
事
業
を
実
施

す
る
。

 Q 
重
複
障
害
を
持
つ
、
重
度
障

害
者
医
療
費
は
完
全
無
料
化
を
。

 Ⓐ 

負
担
軽
減
の
た
め
、
町
独
自

施
策
と
し
て
、
所
得
制
限
を
撤

廃
、
外
来
は
無
料
、
入
院
は
限

度
を
20
日
か
ら
10
日
へ
半
減
し
、

10
月
よ
り
実
施
。

完
全
無
料
化
は
検
討
し
た
い
。

 Q 
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
国

民
の
多
く
が
廃
止
を
望
ん
で
い

る
。
国
や
広
域
連
合
に
発
言
を
。

 Ⓐ
国
の
制
度
で
あ
り
、
広
域
で

は
発
言
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
い

い
方
向
に
動
い
て
ほ
し
い
。

 Q 
高
齢
で
払
え
な
い
人
に
資
格

証
発
行
は
、
ぜ
ひ
止
め
て
ほ
し

い
。

 Ⓐ
資
格
証
発
行
の
国
の
考
え
方

は
、
払
え
る
の
に
払
え
な
い
方

を
原
則
に
し
て
い
る
。

 国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

 Q 
国
保
税
は
、
国
民
年
金
以
下

の
低
収
入
で
も
、
天
引
き
さ
れ

る
、
世
帯
１
万

円
の
引
き
下
げ

を
。

 Ⓐ
昨
年
が
１
億

９
千
万
円
、
今

年
も
２
億
程
度

の
赤
字
で
引
き

下
げ
は
考
え
ら

れ
な
い
。

 Q 
資
格
証
交
付

は
、
機
械
的
な

運
用
で
は
な

く
、
特
別
の
事

情
を
把
握
し
て

ほ
し
い
が
。

 Ⓐ
払
え
な
い
事

情
を
相
談
さ
れ

れ
ば
短
期
保
険

証
を
発
行
。

 介
護
保
険
に
つ
い
て

 Q 
制
度
改
定
で
要
介
護
認
定
の

行
方
は
。

 Ⓐ
国
が
実
施
し
た
新
た
な
認
定

方
法
で
、
軽
度
に
出
た
場
合
は
、

パ
ン
ジ
ー
プ
ラ
ン
21
の
新
し
い

高
齢
者
一
般
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

中
で
対
応
を
検
討
し
た
い
。

片島小学校
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A Q
プ
レ
ミ
ア
ム
分
は
支
援
す
る

定
額
給
付
金
に
つ
い
て
問
う

 Ⓐ 
上
下
水
道
関
係
の
集
中
処
理

に
よ
り
、
大
幅
な
コ
ス
ト
削
減

が
可
能
に
な
る
。

 Q 
具
体
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
立
て

て
い
る
か
。

 Ⓐ 

年
内
に
見
直
し
を
か
け
、
来

年
度
か
ら
合
理
化
を
進
め
た
い
。

 Q
職
員
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
と

れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

 Ⓐ 

ま
だ
具
体
的
に
は
話
し
て
い

な
い
。
議
決
さ
れ
た
後
に
な
る
。

か
れ
な
い
と
人
が
住
ま
な
い
と

い
う
問
題
も
あ
る
。
国
・
県
の

指
導
等
を
仰
ぐ
。

 Q 
山
口
・
本
谷
地
区
な
ど
の
合

併
浄
化
槽
に
つ
い
て
は
。

 Ⓐ 

当
該
地
域
に
お
け
る
具
体
的

整
備
手
法
に
つ
い
て
は
検
討
し

た
い
。

 Q 
合
併
浄
化
槽
の
維
持
管
理
費
を
町

が
助
成
す
る
考
え
は
ど
う
か
。

 Ⓐ 

個
人
が
維
持
管
理
す
る
の
が
原

則
だ
が
、
助
成
の
仕
方
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
。

公明党

白石　　学　議員

 Q
具
体
的
に
聞
き
た
い
。

 Ⓐ
プ
レ
ミ
ア
ム
部
分
は
、
全
部

町
で
支
援
す
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム

率
は
２
割
ぐ
ら
い
に
し
た
い
。

　
総
額
は
、
少
な
く
な
い
額
を

支
援
す
る
。

 下
水
道
部
設
置
の

 メ
リ
ッ
ト
は

 Q 
行
財
政
改
革
に
逆
行
す
る
の

で
は
な
い
か
。

 下
水
道
事
業
に
つ
い
て
問
う

 Q 
与
原
区
画
整
理
地
域
へ
の
下

水
道
整
備
に
つ
い
て
は
。

 Ⓐ 

下
水
道
事
業
の
変
更
認
可
を

行
う
必
要
が
あ
る
。
長
期
的
視

点
に
立
っ
て
計
画
を
策
定
し
た

い
。

 Q 
下
水
道
事
業
の
財
政
面
の
現

状
は
。

 Ⓐ 
19
年
の
決
算
で
９
４
０
０
万

の
損
失
を
生
じ
て
い
る
。

 Q 
財
務
局
の
監
査
の
内
容
は
。

 Ⓐ 

※
使
用
料
回
収
率
が
57.6
％
と
悪

い
の
で
、
接
続
率
を
上
げ
る
よ

う
指
摘
さ
れ
た
。

 Q 
与
原
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
い
て
、
先
行
投
資
に
な
り
問

題
で
は
な
い
か
。

 Ⓐ 

人
口
が
増
え
る
ま
で
に
回
収

で
き
な
い
状
態
を
長
く
存
続
さ

せ
る
の
か
、
逆
に
下
水
道
が
引

与原区画整理地域

※下水道使用料回収率
　�処理原価（汚水処理に要
した費用）というコスト
に対して、財源となる使
用料がどれくらい収入で
きているかの割合。

　�（使用料単価／汚水処理
原価）で表されます。高
いほど良い。
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公明党

小山　信美　議員

 Q 
携
帯
電
話
の
所
持
に
つ
い
て

実
態
調
査
は
。

 Ⓐ
調
査
は
し
て
い
な
い
。
昨
年

１
件
、
携
帯
の
書
き
込
み
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
。

 Q 
依
存
性
が
高
い
た
め
睡
眠
不

足
、
学
習
意
欲
減
退
に
よ
る
学

力
低
下
が
言
わ
れ
て
い
る
が
。

 Ⓐ
保
護
者
も
含
め
た
研
修
を
行

い
学
校
や
、
教
育
委
員
会
と
連

携
し
て
問
題
点
を
押
え
て
い
く
。

 Q 
携
帯
を
持
た
せ
な
い
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
状
況
は
。

 Ⓐ
文
部
科
学
省
、
県
の
教
育
委

員
会
は
基
本
的
に
は
持
た
せ
な

い
と
し
て
い
る
。
学
校
の
集
会

等
で
徹
底
し
訴
え
て
い
く
。

 Q 
不
審
者
情
報
の
件
数
は
。

 Ⓐ
平
成
20
年
１
月
末
現
在
27
件
。

 Q  
防
犯
ブ
ザ
ー
の
使
用
状
況

は
。

 Ⓐ
把
握
し
て
い
な
い
。

 Q 
品
川
区
で
は
全
校
の
小
学
生

に
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
付
き
、
通
話
可

能
な
防
犯
ブ
ザ
ー
「
ま
も
る
っ

ち
」
を
貸
与
し
て
検
挙
実
績
も

あ
る
。
本
町
で
も
今
後
、
安
全

の
た
め
検
討
を
し
て
頂
き
た

い
。

 婦
人
健
診
の
必
要
性

 Q 
健
診
に
よ
る
早
期
発
見
、
早

期
治
療
が
重
要
で
は
。

 Ⓐ
健
康
状
態
の
確
認
、
貧
血
予

防
を
目
的
と
し
実
施
し
て
い
た

が
近
年
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
が
重
要
視
さ
れ
、
主

に
生
活
習
慣
病
予
防
へ
と
考
え

が
移
行
し
た
た
め
廃
止
し
た
。

 Q  
費
用
一
人
６
８
５
０
円
総
額

約
３
０
０
万
円
の
健
診
を
個
人

受
診
に
し
た
理
由
は
。

 Ⓐ
本
来
は
自
分
で
守
る
べ
き

だ
。
あ
れ
も
こ
れ
も
と
広
げ

る
事
は
財
政
に
大
変
負
担
で

あ
る
。

 Q  
健
診
の
意
義
に
つ
い
て
。

 Ⓐ
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
が

原
則
。
理
想
は
全
町
民
だ
が
、

そ
こ
に
至
る
ま
で
順
次
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
し
て
い
る
。

 学
校
テ
レ
ビ
の

 デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

 Q 
平
成
23
年
７
月
の
完
全
移
行

に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

 Ⓐ
新
規
購
入
か
、
デ
ジ
タ
ル
チ

ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
す
る
か
検
討

し
て
い
る
。

 Q 
古
い
テ
レ
ビ
は
何
台
か
。

 Ⓐ
９
年
を
越
す
分
が
小
学
校

１
１
０
台
中
78
台
、
中
学
校
15

台
中
４
台
。

 Q 
必
要
経
費
に
補
助
金
が
つ
く

が
試
算
し
た
こ
と
は
。

 Ⓐ
ア
ン
テ
ナ
工
事
に
二
分
の
一
。

テ
レ
ビ
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
購
入
は

地
方
債
で
措
置
。
試
算
は
し
て

い
な
い
。

早急なデジタル化またれるテレビ
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A Q
議
会
の
議
決
に
従
っ
て
作
業
を
進
め
る

町
民
プ
ー
ル
計
画
は

町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
の
か

る
か
等
、
日
々
の
授
業
内
容
の

点
検
も
し
て
い
る
。

 望
ま
し
い
職
員
像
と
は

 Q 
職
員
は
本
町
に
住
み
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
自
治
会
活
動
な
ど
、
地
域

貢
献
し
て
い
る
職
員
は
評
価
さ

れ
る
べ
き
で
は
。

 Ⓐ 

評
価
の
一
面
で
は
。

 Q   
町
長
の
政
策
で
あ
る
教
育
の

充
実
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
再
生
に
公
私
と
も
尽
く
す
職

 町
民
プ
ー
ル
計
画
の

 見
直
し
を

 Q 
総
合
体
育
館
に
隣
接
す
る
土

地
で
の
建
設
は
、
体
育
館
の
耐

用
年
数
や
駐
車
場
が
狭
い
と
指

摘
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
駐
車
場
を
潰
し
た
う
え
で
プ

ー
ル
を
建
設
す
る
こ
と
、
12
億

円
予
想
さ
れ
る
建
設
費
な
ど
、

多
く
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

お
り
見
直
す
べ
き
公
共
事
業
で

は
な
い
か
。

 Ⓐ 

事
業
認
定
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
費
用
や
用
地
購
入
費
、
実

施
設
計
費
や
プ
ー
ル
視
察
な
ど

を
行
な
っ
て
き
た
。

　
行
政
と
し
て
議
会
の
議
決
の

手
順
を
踏
ん
で
進
め
て
き
た
。

 Q 
１
億
円
を
無
駄
に
し
て
も

６
億
円
節
約
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。
運
営
経
費
も
下
が
る
か

も
し
れ
な
い
。
そ
の
可
能
性
を

全
て
否
定
し
て
12
億
円
使
う
の

か
。

 Ⓐ 

住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
あ
の
場

所
が
良
い
と
の
声
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

 Q 
ぜ
ひ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
再

検
討
を
す
べ
き
。
そ
の
際
に
は

作
為
的
な
質
問
に
な
ら
ぬ
よ
う
、

相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ニューフォーラム

冨安　正直　議員

 教
育
力
、
基
礎
学
力
向
上
へ

 具
体
的
な
取
り
組
み
を

 Q 
昨
年
９
月
の
一
般
質
問
に
お

い
て
同
じ
質
問
を
し
た
が
、
そ

の
後
の
取
り
組
み
は
。

 Ⓐ 

全
国
学
力
学
習
状
況
調
査
の

結
果
分
析
を
教
育
委
員
会
で
行

い
、
課
題
を
各
学
校
に
伝
え
た

う
え
で
問
題
意
識
を
共
有
す
る

よ
う
に
し
た
。
ま
た
外
部
よ
り

指
導
者
を
招
い
て
、
少
人
数
学

級
の
利
点
を
十
分
活
か
せ
て
い

員
は
評
価
す
る
べ
き
で
は
。

 Ⓐ
そ
う
あ
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、

そ
の
こ
と
で
職
員
を
判
断
す
る

も
の
で
は
な
い
。

 Q 
人
事
制
度
の
根
幹
は
町
長
の

政
策
実
現
の
た
め
の
人
材
を
確

保
し
、
や
る
気
を
起
こ
す
こ
と

で
は
な
い
か
。

 Ⓐ 

私
が
判
断
す
る

事
で
も
あ
り
、
そ

う
な
る
だ
ろ
う
。
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委
　

員
　

長
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上
　 

　 

修

副
委
員
長
　
　
常 

廣
　 

直 

行

委
　
　
員
　
　
小 

山
　 

信 

美

　
　

〃
　

　
　
　
木 

原
　 

洋 

征

　
　

〃
　

　
　
　
桝 

谷
　 

忠 

明

　
　

〃
　

　
　
　
友 

田
　 

敬 

而

　
　

〃
　

　
　
　
山 

口
　 

純 

治

あ
　

と
　

が
　

き

　
桜
の
花
も
散
り
、
春
爛
漫
新
緑
を

向
え
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
３
月
定

例
会
は
21
年
度
苅
田
町
当
初
予
算
が

主
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
、
後
半
百
年
に
一
度
と
い
う

大
不
況
の
中
、
本
町
の
本
年
度
予
算

は
前
年
比
０
．
９
％
の
減
額
予
算
。

六
月
に
は
苅
田
駅
前
周
辺
の
整
備
も

終
る
予
定
で
す
。
こ
れ
か
ら
駅
を
中

心
と
し
た
観
光
振
興
計
画
を
推
進
し

て
行
き
ま
す
。

　
幸
い
本
町
は
春
に
、
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
千
年
の
歴
史
を
誇

る
「
等
覚
寺
松
会
」
の
行
事
、
秋
に

は
県
指
定
民
俗
無
形
文
化
財
「
苅
田

山
笠
」、
こ
れ
も
ま
た
五
百
六
十
年

あ
ま
り
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
他
に

も
先
人
達
が
築
い
た
遺
跡
な
ど
数
多

く
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
文
化
遺
産

を
こ
れ
か
ら
の
観
光
の
目
玉
と
し

て
、
苅
田
町
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
か
ら
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
等
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

山
口
　
純
治

ぼくのわたしの想う町づくり

未来は自然のいっぱいな苅田町
馬場小学校６年　上澤　亜美

　私は、自然がいっぱいある苅田町にしたいです。
　今、外で遊ぶ子供が少なくなっているので木や
海、川を増やしてほしいです。木を増やしてほし
いです。木を増やせば木のぼりや色んな遊びがで
きるし、きれいな海を増やせば夏には泳ぐ人も増
えるだろうし、川を増やせば水遊びや虫を捕まえ
たりできると思うからです。
　それに、このような自然を増やしていけば、家
で遊ぶ子供は少なくなって外に出る子供が増えて
のびのび育つと思います。そして、子供も大人も
笑顔の絶えない苅田町にして下さい。これからは、
私達が苅田町をつくっていく番です。

未来の苅田町
馬場小学校６年　大津　直人

　ぼくが大人になったら、自然
がいっぱいでごみが一つもなく
て、きれいな苅田町になってい
てほしいです。あと、便利に使
えるものや、みんなを喜ばせる
ものを作ってほしいです。
ぼくは、この苅田町でオリン
ピックや、世界中の人たちが集
まる大会をして、世界中に苅田町のことを広めて、
苅田町を世界一有名な町にしてほしいです。
　ぼくは、自然も大切にしてもらいたいです。
例えば川のごみを拾ったり、森の木を増やしたり

してほしいです。だから絶対にごみを捨てたりし
ないで下さい。
　ぼくは、苅田町を大切にしていきたいです。


